
私
は
先
に
『
耳
雲
」
に
記
録
さ
れ
た
民
間
療
法
を
検
討
し
て
、

日
本
医
史
学
雑
誌
、
第
三
九
巻
第
二
号
、
（
平
成
五
年
）
に
発
表
し

た
。
『
耳
雲
」
は
一
八
世
紀
終
わ
り
か
ら
一
九
世
紀
の
初
め
に
あ
た

る
天
明
年
間
か
ら
文
化
年
間
に
か
け
て
の
三
○
余
年
の
聞
書
で
あ

る
の
に
対
し
て
、
本
書
は
一
七
世
紀
未
か
ら
一
八
世
紀
初
頭
に
か

け
て
の
記
録
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
本
書
は
『
耳
嚢
」
よ
り
お
よ

そ
一
世
紀
前
に
江
戸
で
記
録
さ
れ
た
咄
と
考
え
る
こ
と
が
で
き

つ
（
》
○

『
元
禄
世
間
咄
風
聞
集
」
は
東
京
大
学
文
学
部
国
文
研
究
室
に
蔵

さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
『
世
間
咄
風
聞
集
」
の
タ
イ
ト
ル
の
も
と
に

一
括
し
て
整
理
さ
れ
て
い
る
写
本
の
翻
刻
で
あ
る
。
本
書
は
校
訂

者
の
長
谷
川
強
氏
に
よ
り
校
注
を
付
さ
れ
『
元
禄
世
間
咄
風
聞
集
」

と
題
し
て
、
一
九
九
四
年
二
月
に
岩
波
文
庫
か
ら
発
刊
さ
れ
て

５
「
元
禄
世
間
咄
風
聞
集
」
所
載
の

医
薬
学
関
連
の
咄

浜
田
善
利

い
る
。

『
世
間
咄
風
聞
集
』
は
他
に
伝
存
が
知
ら
れ
て
い
な
い
本
で
あ
る

か
ら
、
今
回
の
発
刊
が
初
め
て
の
公
刊
と
な
る
。
こ
の
岩
波
文
庫

本
を
本
研
究
の
底
本
と
し
て
用
い
た
。

本
書
は
全
部
で
十
一
巻
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
て
、
元
禄
七
年
二

六
九
四
）
か
ら
十
六
年
（
一
七
○
三
）
七
月
ま
で
の
咄
を
収
録
し
た

も
の
で
あ
る
。
刊
本
に
添
え
ら
れ
て
い
る
解
説
に
よ
る
と
、
主
と

し
て
江
戸
の
世
間
咄
の
聞
書
で
あ
り
、
聞
書
の
元
に
な
っ
た
話
者

は
、
老
中
か
ら
、
高
級
旗
本
、
碁
打
・
検
校
や
い
ろ
い
ろ
芸
人
ら

し
い
人
物
に
及
ん
で
い
る
。

本
書
に
収
め
ら
れ
た
咄
の
中
に
は
、
大
別
す
る
と
次
の
話
題
が

含
ま
れ
て
い
る
。

一
、
大
名
・
旗
本
関
係

二
、
生
類
憐
み
令
関
係
の
話

三
、
落
首
・
落
書
、
狂
歌

四
、
民
間
の
ニ
ュ
ー
ス

五
、
巷
説

六
、
犯
罪

七
、
奇
談
・
怪
談
・
由
来
談

(38） 190



八
、
落
し
話
、
巷
説
の
体
裁
を
と
っ
た
落
し
咄

（
熊
本
工
業
大
学
）

191 (39）


